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では教えられないことや昔ながらの

日本の心を子供達に伝えねばなりま

せん。その他にも、日常生活の中で自

分ひとりでは生きてゆけないこと、思

いやりの心を取り戻すことが求めら

れているのではないでしょうか。そし

てまたこれらの活動も、神戸市シルバ

ーカレッジを卒業した熟年世代の人

達が生きがいを感じながら、思いやり

の心を持って地域で活動することに

よって、市民の皆様の心にひびくこと

でしょう。 

 昨年の経過報告と今後の予定につ

いて、下記に述べます。 

 こうべ環境未来館 

 昨年 3 月末公募によって、企画運営

業務の委託を引き続いて受注し、現在

スタッフ一同鋭意活動中であります。

本年は特に注目される事業でありま

す。それは 5 月にサミット(主要国首

脳会議)の環境大臣会議が神戸市で行

われ、それにともなって各種の環境関

連のイベントが行われます。グループ 

わ においても環境未来館および環境

部会をはじめとして、各会員の皆様の

ご協力をお願いします。 

 電話相談委託事業 

 本業務は 2 種類あります。一つは平

成 17 年 7 月から実施しています神戸

市こども家庭センターでの｢児童虐待

夜間休日相談ダイヤル｣です。二つ目

は平成 19 年 3 月から実施しています

神戸市教育委員会の「いじめホットラ

イン」電話教育相談であります。 

いずれも 30 数名の登録メンバーが交

替で執務しており、現在のところ大き

なトラブルもなく順調に推移してお

ります。 

 須磨一ノ谷プラザの管理運営 

 昨年 4 月から旧勤労会館海の家を

名称変更し、一部リニューアル後に貸 

室業務を行ってきました。 須磨区、

長田区などの婦人会、自治会、各種 
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サークルなどのグループの方々に利

用して頂いておりますが、稼働率が

20％程度のため採算割れの状況にな

っております。今後引き続いて運営

するためには何らかの対策が必要で

あることを須磨区に申し入れ、協力

を求めているところです。 

 パソコン講習会 

 シルバーカレッジのご好意によ

り、パソコン利用の要請を受けて、

グループ わ の中にパソコン講習の

会を発足させ、わ の会員が講師を受

け持って講習会を実施しておりま

す。受講生はカレッジ在校生および

一般高齢者の方々です。内容は各種

講座に分かれており、延総時間数は

4800 時間に達しております。平成 20

年度も引続き実施する予定ですの

で、希望する方がおられましたらご

紹介してください。 

 (財)長寿社会開発センター助成事業 

 事業内容は 3 年毎に更新していま

すが、平成 19 年度は｢伝承文化、環

境保全、健康増進｣をテーマとして活

動しております。年間 18 のイベント

を開催し親子づれや熟年の人達に参

加して頂き、楽しみながら学んでも

らっています。これからの行事は、2

月 17 日”世界の保存食を食べよう“、

3 月 9 日”炭焼き塾とケナフ紙すき

塾“3 月 11 日”ペタンク大会“など

を予定しています。平成 20 年度も応

募して事業を継続してゆく所存であ

ります。     

 フルーツフラワーﾊﾟｰｸとの協働事業 

 年間 5～6 件のイベントをフルー

ツフラワーパークと協力して行って

おります。 

 例えば七夕祭り、昔あそび、野鳥

観察など、親子づれなどに好評で市

民の皆様と心をかよわす素晴らしい

催しであります。その他にも観光シ 

       （次ページに続く） 
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        新しい年を迎え、   

     グループ わ の会員 

     の皆様の今後のご活

躍     躍と健康を祈念し、 

     謹んで新年のご挨拶 

を申し上げます。 

日頃はグループ わ の活動と運

営にご理解とご協力を頂き、役員

を代表して深く感謝申し上げま

す。昨年は、グループ わ 設立 10

周年記念事業を 9 月に開催し、矢

田神戸市長をはじめ多数のご来賓

をお迎えして挙行できましたこと

は誠に喜ばしいことでありまし

た。 

新年に当り考えてみますと、グ

ループ わ に期待されていること

には誠に大きなものがあります。 

一つには、地球環境の問題があり

ます。温暖化や異常気象は今や世界

的な大きなテーマとなり、特にヨー

ロッパでは一般家庭でも、ムダをな

くしエネルギー消費を最小限にす

る努力が行われています。日本では

企業でのCO2排出抑制が始まりまし

たが、家庭での努力はヨーロッパに

比べ非常に遅れています。「もった

いない」の言葉が身についている私

達の世代が若い人達や子供達に、ム

ダをなくそう！異常気象を防ご

う！と呼びかけようではありませ

んか。 

 二つには、子供の教育問題です。

自己中心的で我慢することも、努

力することも身につかないまま育

ち、自分が気にいらなければ相手

を攻撃する若者が増えました。相

手を思いやり共に生きる地域社会

を知っている私達の世代が、学校 
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ーズンの土、日、祝日には観光ガイド

ボランティアを行っています。 

 業務刷新委員会の活動 

 会員数が 1000 名を超え、事業内容

も拡大する傾向にあり、本部組織を効

率的に運用する必要性が出てきまし

たので、11 名の委員を選出して、業

務刷新委員会を発足させました。昨年

9 月から鋭意検討を行い、改善方針の

まとまった項目から実施に移してい

ます。本年 3 月を目標として、本部組

織等についても改革がなされる予定

です。 

 第 5 回定期総会について 

 本年度の定期総会は 5 月 27 日（火）

を予定しております。会員の皆様にお

かれましては、万障お繰り合わせの上

ご出席下さいますよう切にお願い申

し上げます。 

新年のご挨拶の終わりにあたり、

会員の皆様をはじめご家族の方々が

健やかに充実した一年をお過ごしに

なられますことをお祈りしています。 

 

の愛を』をモットーに活動し市民の皆

様から感謝されるグループを目指し

ております。皆さん人生のいきがいを

考えてください。ボランティア精神は

何だと思われますか。私は無償の愛だ

と思います。多くの皆さんにも若いと

きに子育ての経験をされて、無意識の

うちに無償の愛を実体験されてこら

れたことと思います。 

グループ わ はボランティアを行

なう団体ですが、自分が楽しみながら

行なう、いやいや行なうのではなく、

自分に適したボランティアを行なう

方向で取組んでおります。一度入会し

てチャレンジして見て下さい。 

どうぞよろしくお願いします。 

 シルバーカレッジ事務局のご好

意で今春卒業の 3 年生を対象に、 

1 月 15 日(火)午前、グループ わ 

及び同窓会の説明会が実施されま

した。更にグループ わ について

よく理解して頂くため、15 日午後

ふれあいホールに相談コーナーを

設けて積極的に広報活動を行いま

した。 

郷理事長挨拶要旨 

 グループ学習の発表を済まされ

たコースの方とまだのコースの方

とは多少現在の心境は異なると思

いますが、3 年間多くの友達と学ん 

で、またクラブ活動に精出してこ

られた皆さん方は充実感に満ち溢

れておられると思います。卒業後

は、次の学び舎へ行かれる方、引

き続き地域社会で活動される方も

多いと思います。 

 グループ わ は昨年 9 月に１0

周年を迎え、ボランティア活動標

語『とどけたいあなたのもとへ わ 

 

 

が思いつかなかったのですが、当日

少し風邪気味だったこともあり、ま

たクラブのみんなの健康を願い「元

気」という文字をデザインすること

にしました。子供たちはそれぞれ

に、干支のねずみや、ムシキングや、

アンパンマンなど楽しい絵を一生

懸命描いていました。糊付けは難し

いところもありましたが、子供たち

にグループ“わ”の方がていねいに

説明してくださり、みんな無事に完

成させることができました。 

昼食後の思いがけない竹とんぼ

飛ばしが、子供たちには楽しかった

ようです。飛ばし方を伝授いただき

夢中で競争していました。電子ゲー

ムに夢中の子供たちですが、単純な

竹とんぼにも魅力を感じるのは不

思議です。単純が一番いいのかもし

れません。 

海岸で夢中で凧を揚げたため、翌

日腕が痛くなりました（笑）が、と

ても楽しい一日でした。須磨では揚

がらなかった凧は、我が家の壁に揚

がっています。 

エコの考え方を自然に備えた昔

の遊びは私たちの先祖、昔の日本人

の方の知恵が詰まっています。かつ

ては自然にそれが次世代へと伝わ

ったのでしょう。しかし、今私たち

父親、母親世代が、このようなイベ

ントで先人から意識的に学び、伝え

る努力をしなければ消えて行って

しまうような気がします。それはも

ったいない！こども達の笑顔を見

ながらそう強く感じた一日でした。

グループ“わ”のみなさん、ありが

とうございました。 

ー参加者からの礼状ー 

西区玉津町高津橋 小澤治一/志峰 

｢和凧作り｣に参加しました。とても

楽しく作ることが出来て嬉しかっ

たです。作るのがこんなに難しいと

思っていませんでした。挙がらなか

ったのが少し残念でした。 

作品は子ども部屋の壁に、挙がって

いるように貼りました。有難うござ

いました。 

 

パワーポイントによる説明会 

 グループわ新入会員募集説明会 

  実施（今年卒業 12 期生対象） 
続いて加藤副理事長からパワー 

ポイントを使ってグループ わ の組

織、活動内容を説明しました。そのあ

と昼休みと放課後に本部、各区会、各

部会が説明コーナーを設けそれぞれ

の活動振りをＰＲしました。 

『和凧作り』に参加して 

東灘区/松平麻也･智子･文乃･和郁 

こどもエコクラブ「こうべにこに

こクラブ」を主宰している松平と申

します。今回は子供たちにお正月ら

しい活動をと考え、3 家族、9 名で

このイベントに参加させていただ

きました。しかし考えてみると、自

然の竹を使い、紙を使って作る凧作

りは、エコの学習そのものだと作り

ながら気づきました。 

大人も作らせていただけるとは思

っていなかったので、少し嬉しくも

あり、また「子供たちに負けるもの

か」と気合を入れて凧作りをスター

トしました。すいすいと描き始める 

子供たちの横でなかなかデザイン 
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日時 平成 19年 11 月 15 日 

         第 3～5校時 

場所 星和台小学校 多目的室 

対象 ６年生７０人(35人２クラス) 

主題 戦争と平和を考える  

【授業の内容と流れ】   

① 冒頭の挨拶 
石川 凱裕(福 7)  5 分 

体験談を通して戦争の悲惨さと

平和の大切さを語り継ぐ授業の

狙いを説明。  

② 戦争について 
   濱岡 吉孝(福 4)  40 分 

・  太平洋戦争を中心に戦争の原

因、経過と結果を簡潔にまとめ

語った。 

・  続いて、近代戦は軍人のみの

戦闘に止まらず、一般国民を巻

き込む。神戸では 1945 年 3月 17

日、アメリカ空軍 B29,64 機によ

る焼夷弾無差別爆撃があった。

この空襲で市民約 2700 人が焼

殺、市街の西半分が消滅させら

れ、市民は恐怖のどん底に突き

落とされた。 

この体験を記録写真･絵を交え

語った。 

③ 学童疎開について 
   吉田美音子(福 12) 20 分 

・  空襲の災害から次世代の命を

守るため、市内 23700 人の学童

が兵庫･岡山･鳥取･島根県のお

寺や親類の家に終戦まで長い間

預けられた。 

・  空襲の恐ろしさから逃れたこ

とは良かったが、強いホームシ

ックに罹ったこと。神戸に残っ

た家族のことが心配だったこ

と。農家の手伝いが多く勉強が

出来なかったこと。何よりも辛

かったのは食べ物が不足し、毎

日空腹でイナゴや雑草を食べた

ことなどを疎開を中心に具体的 

   

  に話した。 

④ 平和の大切さについて      
    内田たみ子(福 10) 15 分 

・  戦争の苦い経験から日本国憲

法を制定し平和立国を内外に宣

言。軍需生産から平和産業に転

換、日本人の優れた知恵と勤勉

さで敗戦のどん底から立ち直

り、平和外交をベースに貿易を

盛んにし世界有数の経済大国に

なり、私たちが豊かに暮らして

いること。日本は世界でトップ

クラスの長寿国であるが、これ

は国民が戦争で早世しないこと

が第一の原因になっているこ

と。等々平和のありがたさを再

認識させた。 

そして、与謝野晶子の「君死

に給うことなかれ」の詩で命の

大切さを訴え締め括った。 

  以上４講師が平易な言葉でパワー

ポイント（PP）を活用して語った。 

（   （PP 担当 吉田貞二 福 10） 

  

Ａ一部に反対する人がいたが、非

国民といって捕らえられ終戦ま

で監獄に入れられていた。 

  Ｑラジオや新聞で日本がいつも勝

っていると報道されていたそう

だが、どう思っていたか? 

  Ａ日本本土が戦場になり、毎日空

襲されるようになり、それを信

用しなくなった。 

【講話を聞いた児童の感想】礼状抜粋 

・ シルバーカレッジの皆さんあり

がとうございました。本当に体験 

した人が話してくれたので教科書

や書物を読むより説得力があり心

にジンと感じた。 

 ・ 神戸大空襲の写真(市街の消滅 

状態や黒こげ･窒息死体などの記

録写真)や絵(神戸空襲体験画家の

もの)を見せてもらったが、戦争の

むごさがよく判った。その写真や

絵を説明する時､講師の濱岡さん

は悲しそうだった。空襲で亡くし

た友達のこと、焼けてなくなった

家のことを思い出したのだと思

う。 

 ・ 学童疎開の話の中で父母の元を

遠く離れて暮らし、強いホームシ

ックになったこと。空襲のある神

戸にいる家族が心配だったこと。

戦中の子は勤労動員などで働かさ

れ勉強が出来なかったこと。食料

が不足していつもお腹を空かせ、

空腹を補うためイナゴや雑草を食

べたことなど沢山聞いた。辛かっ

たと思う。そんなことのない平和

な今がありがたい。 

・ 最後の話し合いをした時(質疑応

答の時)戦争に反対する人は非国

民といわれ、牢屋に入れられたと

教えてもらった。大変驚いた。自

分の考えが自由にいえる現在がい

い。 

・・ 僕はいつ死ぬか判らないような

不安を経験したことはないが、戦

争なんて少しもいいことはない。 

戦中に比べ命を大切にする平和な

今は素晴らしい。平和を保たない

といけないと思った。 

(注)以上の感想は児童の礼状の中か    

(次ページに続く) 

子どもたちの学習支援活動 

『戦争と人々の暮らしは？』『日本の伝統文化を知ろう』 

星和台小学校 6 年社会科授業 

｢戦争と平和を考える会｣に参加して 
                       福 4-文  濱岡吉孝 

⑤ 質疑応答 
司会 竹田正弘（福 6）15分 

Ｑ戦争に負けた時どんな気持ちだ

ったか? 

Ａ死にもの狂いでアメリカと戦っ

てきたので、敗戦は大変悔しか

った。反面殺しあう戦争が終わ

ってほっとした気がし複雑な気

持だった。 

 Ｑ戦争に反対する人はいなかった

のか？ 

学童疎開を人形で語る 
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ら代表的なものを抜粋し、オムニ

バス形式で纏めました。( )内は

筆者の補足語句。 

【学習支援活動を終えて】 

前記の児童たちの感想文から、

児童たちの感性の豊かさ、問題点

を的確に把握する力の強さが察せ

られ頼もしく思った。 

そして、授業の目的である「戦

争の悲惨さと平和の大切さ」とい

いうことを 6 年生として十分に会

得してくれたと判断する。「今の子

は・・・」とよく批判されるが決

してそうではない。むしろ多彩な

能力を秘めている。これらを大人

が手を尽くして引き出し育てるこ

とが大切であると思う。 

これからも、戦争体験談（6 年社

会科）、昔の暮らし(3 年社会科）、 

伝承的むかし遊び（1 年生活）等の

教科・分野でシルバーパワーを生

かし小学校の学習を支援したい。 

花谷小学校 6 年生 体験学習 

『ふれあおう日本の心（伝統文化を知ろう）』 
絵手紙・折り紙・着物着付け・銭太鼓 

「絵手紙」の指導に参加して  

美８-文  松本治司 

素晴らしい日本の伝統文化をも

う一度見直して、多様な文化に対

する理解を深めていこうという運

動が全国に広がっています。その

日本文化は国内だけでなく世界で

も理解され、広く浸透して、毎年

日本で開催される日本文化の集い

には多くの外国人が参加するよう

になったということです。教育界

においても、伝統文化のカリキュ

ラムを組んで指導に当たっている

学校が増えています。そんな時須

磨区の花谷小学校で日本文化講座

があるので指導員とした参加する

ようにとの話があり、約２ヶ月の

準備期間があって 11 月 19・20 日

の２日間授業を受け持った。絵を

描くのが苦にはならなかったが、

日本文化の指導という事をを考え 

ると多少緊張した。授業当日、教

室に入ると 6年生 24名が礼儀正し

い挨拶で私を迎えてくれた。自己

紹介のあと、絵手紙について準備

していたプリントを配り、簡単な

説明をしてから実習に入った。 

 見本として描いてきた絵手紙 40

枚を担任の先生が黒板に貼ってく

れた。その時、生徒たちがワァー

という歓声を挙げてくれた。嬉し

かったし準備してきた甲斐があっ

たと思った。授業では生徒たちと

の話も弾み楽しい授業となった。 

見ると、男性の顔を描いている女

子生徒が二人いた。「何描いている

の？」と質問すると、暫くしてか

ら私にその絵葉書をくれた。「松本

先生ありがとう」・・・と描いてあ

った。私の宝物として大切にした

いと思う。 

2 日目は別クラスとなったが、ワ

イワイ言いながらも楽しい授業

で、一人で 3 枚描いて貰ったが、

皆さん上手なのには驚いた。 

すべての授業が終わり、最後の

挨拶をしようとしたら、一人の女

子生徒が立ち上がり、はっきりし

た口調で素晴らしい御礼の挨拶を

してくれた。感動した。そして胸

が熱くなった。出来た生徒たちの

絵は、暫くの間学校の掲示板に貼

るようです。「絵手紙」には、感動

があり涙がある。そして郷愁があ

る。 

絵に添える言葉に暖かい心があ

る。子ども達にこんな日本の温か

い伝統文化を理解してもらえば有

難いと思う。 

初参加の「折り紙」授業 

    生 3-文  桝田みどり 

学校側との事前打ち合わせの場で

｢児童の中には鶴も折れない子もい

ます。何でもよろしいです。」とのこ

とで、私の頭の中では、先ず鶴を一

つ、その他は季節にあったものをと

決めました。そして教材として紙の

歴史、折り紙の歴史の話を少し書き、

その中に江戸時代の折図を入れてお

りましたところ、先生から「今、ち

ょうど江戸時代の勉強をしていると

ころです。もう少しよく解るように

大きくコピーして欲しい、」と要望が

膨らんできました。 

何よりも実物を見て頂く事を考

え、今回は鶴バージョンを 30 種類以

上作り、そして江戸時代のお雛様の

再現作品を作って、教室に飾り見て

頂きました。授業の制作作品は『ク

リスマスリース』リースの中にベル

とリボン、サンタさんを配し、そし

て光の具合で様々な色の光を放つ紙

を様々な形に切って貼り、きれいな

作品が出来上がりました。 

制作中は真剣に取組みながらも

「出来た！」「きれい！」と楽しそう

な声が飛び交いました。展示を見て

これもしたい、あれもしたいこれを

教えてとの声もかかりましたが、何

分時間がありません。時間の経つの

がとても早く感じられました。生徒

さんたちは、とても素直でそれでい

て、時には自分の思いを主張すると

てもよい生徒さんでした。「あれもし

たい、」「これもしたい」との声に応

えてあげられなかったのが心残りで

少し残念でした。このたびはとても

よい体験と勉強をさせていただきま

した。有難うございました。 

絵手紙の制作指導 

折り紙の実習 
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花谷小学校での、子どもの着付け

講師依頼を受けた時は、「どうした

ものかー」とも思ったものでした

が襷作りから始まって、小物類、

着物の用意、また、着付けの説明

用の小冊子の作成と、小学校での、

２日間の授業を考えながら準備を

進めている過程でも、自分自身が

一番楽しんでいるような気がいた

しました。 

いよいよ本番を迎え、始めての

体験に緊張気味の私に、子ども達

が若さと明るさのエネルギーを以

って、後押ししてくれながらの着 

付けの授業でした。 着方について

は、準備した冊子を基に説明し、

各自着物を着て貰い、半巾帯で蝶

結びの練習をして貰いました。 

 

『わ 灘区会だより』 

灘区会長（国 8）福田望 

『銭太鼓』実技指導に参加 

国 9-文 松矢征男  

二日間で男子８名を含む計 32名

の子ども達が着物をきて、「自分達

の姿を先生に見て貰ってもいいで

すか？」満面の笑みを浮かべて、教

室を出ていきました。数分後に帰っ

て来たときには、殆どの子供の着物

姿は襟、裾がはだけたものとなって

いました。活発な行動には、不向き

なところもある着物ですが、着てみ

るとそれなりに、「しとやかにしよ

うー。」というような気になる利点

もあります。これを機に、日本の民

族衣装でもあるので着物を受け継

いで、年一、二回位は、着て欲しい

ものだと思いました。私にとって二

日間は、新鮮であり、新しい体験で

した。 

感動と感激に感謝させて頂

いひと時でした。 

ありがとうございました。 

 

こども達と着付けで交流 

福 11-文 増金スミ子 

花谷小学校6年生の体験学習“ふ

れあおう！日本の心”で私達、楽

遊クラブ銀雅も他のクラブの皆さ

んと共に参加しました。 

2 日間にわたり午前中の授業で

一日目が 15 名、二日目が 16 名計

31 名の皆さんに伝統民俗芸能であ

る銭太鼓の指導をしました。 

参加した子ども達は、それぞれ

事前に銭太鼓の歴史などをインタ

ーネットで調べてきており、解説

もそこそこに実技指導に入りまし

た。私達は他で児童を対象に演技

指導してわかってはいたのです

が、わずか 1 時間半の指導で 2 曲

のえんぎをマスターしたのには驚

きと喜びで感激し、子ども達の無

限の可能性をうらやましくおもっ

たしだいです。私達も負けずに今

後とも施設訪問活動や各種のイベ

ントに参加することで広くこの民

俗芸能を伝えていこうと思いま

す。今回の行事に参加させていた

だきましたこと学校関係者の皆様

方また“わ”の学習支援の方々に

厚くお礼を申し上げます。  
初めて帯を結ぶ体験 

銭太鼓を握って四苦八苦 

なおこの講座には、書道、生け

花、詩吟の３講座もありました。 

 “わ”の会員の皆さま、わ灘区

会員の皆さま、明けましておめで

とうございます。年が増える正月

に何も目出度い事などないんで

すが、それでも昔から盆と正月と

いって一年の節目を越える感懐

を覚えるものです。 

さて、灘区会員も年々増加して 

只今 55 名（男 35、女 20）元気で

活動を展開中です。 

平成２０年のシルバーカレッ

ジ卒業生第１２回生をグループ 

わ に入って貰うキャンペーンを 

１月１５日ふれあいホールで本

部、各５部と９区の世話役が机を

並べて入会勧誘を実施。ところが

仕掛けが悪いのか、まきえさがな

かったせいか（三宮駅のようにテ

ィッシュを配るとか・・・）網を

張ったけど一向に在校生が寄っ

てこない、時機が早すぎたのか不

調だった。まだ充分時間がありま

す。あの手この手で入会活動を展

開しますので、この記事を読まれ

た方は是非未入会の方に肩たた

きをお願いします。 

会員みんなで、ワーワーと楽しい

シルバー余生をともに送りませ

んか？ 

 

書道教室 

生け花 (剣山ってなに？） 

詩吟に音符？ 



（６） 情報ぎゃらりー 第 41号 （東灘/北） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

② 遊喜幼稚園での餅つき大会 

  食育ボランティアでお手伝いし

ているご縁で餅つき大会に会員 12

名が参加した。大きな臼の周りを

100 名の園児達が囲み、見守る中 

わ のオジサン達も昔取った杵柄、

なかなかの腕前で力強く杵を振り

下ろす。園児たちも小さな杵で 2

～5 回搗く、どの顔も嬉しそう。早

速搗きたてのお餅を美味しそうに

口にしていた。日本古来の行事は

食育を通じて子ども達に引き継い

で生きたいものです。和やかな一

日でした。 

 

① 毎年秋の恒例研修バス旅行 
  晴天の下、10 月 16 日東灘担当

の増金理事も加わって、総勢 34

名が参加した。東灘区役所を 9 時

出発。ポートアイランドの田崎真

珠(株)本社で真珠についての研

修を受け、一路西へ。赤穂城址、

大石神社で記念撮影し、坂越の古

い街並みを散策して帰神の途に。

楽しい一日であった。 

③ ボランティアの表彰を受ける 

 特別養護老人ホーム｢サンライ

フ魚崎｣から歌の友愛訪問で表

彰を受けた。ホームの皆さんと

楽しく一緒に童謡・唱歌・懐メ

ロなどを歌って 5 年目の節目で

の表彰はとても嬉しかった。こ

れからも少しでも皆さんに役立

つよう仲間と一緒に歌い続けた

い。西村笑子さんも書道指導で

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ表彰を受けられた。 

昨年、真星病院からの依頼で入

院患者及びデイケアーで来院され

る方を対象に、月 1 回１時間程度

のボランティア活動依頼を受け、

活動仲間を集い、「へ音記号」グル

ープを立上げました。 

その活動内容は対象者の皆さん

も参加できるカラオケ教室的なも

のと手品・男声カルテット・フラ

ダンス・南京玉簾等聴いて、見て、

楽しんでもらう内容のものを組合

せた活動を実施しています。当初

カラオケ教室は遠慮がちな参加状

況でしたが回を重ねるごとに雰囲

気もうちとけて、皆さん元気よく

歌うようになり、手をふったり、

声に出しての挨拶で意気投合の活

動成果が得られる様になりまし

た。現在会員 8 名です。 

 

大石神社参拝 

餅つき大会 

グループ わ 創立１０周年ボランティア活動標語 

とどけたい あなたのもとへ わ の愛を 
(中沢千枝子 作) 

 

手品の妙技披露 

 花山梅林会の最近の活動状況を

お知らせします。本活動グループ

が発足して早９ヶ月が経ち、参加

会員数も皆様のご協力で現在40名

（目標 50 名）となりました。既存

の梅林は剪定や下草刈などの初期

手入れは終了して、現在は新しい

梅林候補地として東斜面で既存雑

木林の伐採と下草刈を行いながら

1.2 段目はほぼ終了し、3 段目を 12

月度より着手した状況です。雑木

林の大木伐採には一苦労がありま

すが幸いにも環境部会所属の「里 

       （次ページに続く） 

表彰式賞状授与 

“ガイドボランティアを 

募集しています“ 
(土、日、祝日の活動です。) 

☆ フルーツフラワーパーク園内ガ

イド をしませんか？ 

フルーツフラワーパークへ来園

する御客様とおもてなしの心で

接し、喜んで貰えた時などやりが

いを感じる楽しいボランティア

です。 

☆ 有馬観光ガイドボランティア 

をしませんか？ 

有馬温泉に来る観光客へ日帰り

入浴の案内、観光場所・コースの

紹介をします。 

詳しくは わ 事務局にお問い合

わせください。      橋野 

（０７８－７４３－８１０１） 

行事を写真で報告 

音 5-文 藤井潤子 

｢花山梅林会」の活動状況 

会長：（園 10）塚本桂三 

「ヘ音記号」グループ活動状況 

代表：（国-6）黒田 宏 



（北･長田） 情報ぎゃらりー 第４１号 （７） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(前頁からつづく) 

山クラブ」の技能優秀な皆さんの率先

した指導と支援で当初の目的通りに

活動成果が現れています。愈々平成

20 年 1 月からは梅苗木を植栽する場

所の測量設定と穴掘りや堆肥の下準

備作業等に着手予定です。予定通りに

進めば 3～4 月初旬には苗木の植栽計

画実施の運びとなります。将来は神戸

一の梅林の名所となることを目指し

て頑張っております。  

 花山梅林会は北区会の活動ではあ

りますが北区に限らず、他区の皆様も

興味半分でも結構ですので一度、活動

場所に来て、見てください。他区の方

にも興味を持ってもらって、神戸のため

にも共同作業活動は如何ですか？是

非参加申込みください。お待ちしてい

ます。 

 お問い合わせ先 

 塚本桂三(園 10)(078-591-6435） 

平成１９年は、グループわ設立 

１０周年記念事業に明け暮れた一

年でしたが、記念日の９月１日には

大勢のご参加を得て成功裏に終了

しました。そして新たに平成２０年

を迎えてまた新しいスタートを切

りました。各部会・各地区会とも新

たなピジョンをもって新年を迎え

た事と思います。 

振り返って考えますと、長田区会

も昨年は同じく新しい夢をもって

１年をスタートしたように思いま

す。しかしどれだけの実績を残せた

か・・残念ながら自慢出来るような

活動は出来なかった。 

まず、２ヶ月に１回実施している

区会への出席率が依然として低調

なこと、また同じく皆さんが参加す

るボランティア活動にも、依然とし

て参加者が少ないことなどは昨年

も改善する事は出来なかった。長田

区会については参加が容易なよう

に、会場を長田商店街の中心へ変更

しが、参加者メンバーは何時も同じ

で、ボランティア活動などは逆に参

加者が減少する結果となった。長田

区会は残念ながら、会の結成以来、

他地区会のように組織的なボラン

ティア活動は出来ていませんでし

た。しかし、個人的に、またＫＳＣ

のボランティア活動をそのまま継

承している人達が大勢居ります。そ

んな人達は、長田区会として活動し

ていなくとも「私達は勝手にボラン

ティア活動をしています。」と言う

事になりますが、今後の会の運営の

ためにも組織への参加意識をもっ

て活動して欲しいと思っています。 

長田区会の会則も制定しました。

新年度の役員組織の変更も予定し

ています。今年は会員のボランティ

ア活動の実態把握と今後の予定な

どをお聞きしながら、会の運営を考

えていきたいと思っています。 

 季節の草花 ⑪ 

オ オ イ ヌ ノ フ グ リ 
              生８－文 久保 知彦 
ゴマノハグサ科の越年草。まだ寒く枯れ

草の多い路傍にコバルトブルーの可憐な花

が咲く。この花を見ると春の訪れを感じる。 
 小さい花だが、よく見ると花弁に大小が

あり、濃いるり色と白っぽいものからなる

四弁の花びらが見られる。花は朝日を受け

て開き夕方に閉じる。摘みとろうとすると、

ぽろりと散ってしまう。 
 ヨーロッパ原産の帰化植物で、明治のこ

ろ渡来した。在来種のイヌノフグリは、繁

殖力が弱いので駆逐されてしまって見られ

ない。 
 瑠璃唐草・天人唐草・星の瞳という別名

もあるのだが、どうしてこんな名前がつい

たのだろう。 
 フグリとは陰嚢のことで、実の形が雄犬

のそれに似ているからこの名がついた。こ

のあたりでは、タチイヌノフグリも多くみ

られる。 
茎は直立し、葉は小さくて葉柄がなく、

花は小さく花柄はないので区別できる。 
 
「いぬふぐり 星のまたたく 如くなり」 
              高浜虚子 

 

新年の抱負 

長田区会長 (美-8)松本治司 

 

北区会に属する活動グループには 

｢ヘ音記号｣｢花山梅林会｣のほかに

次のグループもあります。 

神港園グループ(代表;淡路忠重) 

神港園しあわせの村の入所者に  

月 3～4 回の入浴後の身辺介助 

あじさいｸﾞﾙｰﾌﾟ（代表;吉田正三） 

シルバースティあじさい入所者 

の入浴後の身辺介助や体操･歌･

俳句･書道などの指導を月 8～10

日の活動をしています。 

花山梅林下草刈り整地 



（８） 情報ぎゃらりー 第４１号 （須磨） 

 

 

 

 

 

『老人アセスメント演習』の 

ボランティアに参加して 

福６-須  佐々信義 

名の先輩と 3 人で学校の門を入る

と校舎入口付近には、今日の演習

をする学生がすでに待ち構えてい

て、個人名入りのプラカードを掲

げ笑顔で歓迎を受けたのが始まり

である。演習に入っても驚きは続

くのである。小生は 2 日間で 5 名

(1 日目 2 名、2 日目 3 名)を担当し

た。彼女等の出身地が長野,京都

府、奈良各１名、兵庫県 2 名で県

外の学生の多いことも予想外であ

り小さな驚きであった。さらに若

干の強弱が見られるものの、5 名す

べてに共通して言えることに、言

葉使い、態度も礼儀正しく真剣さ

が伺えたこと、加えて自分が目指

す職業が担うべき使命をしっかり

見据えた言動にしばしば接し、ま

たまた驚きが増して、時には感動

すら覚えたことを忘れることが出

来ない。 

―演習を終えてー 

 今年から始まった医療・看護保

険制度の改悪のひどさには、我々

高齢者は強い怒りと憤りを感じな

がらも、その無力感に打ちのめさ

れたままの現実がある。今度の演

習に参加して看護の現場には命を

託するに十分な若者が育っている

姿に触れ、一途の光明を見た思い

がある。このことは小生にとって

これまで胸のうちにあったモヤモ

ヤした気分を一気に吹き飛ばして

くれるエネルギーとなり何よりの 

 

成果であった。これまでは医療問

題に触れる場合、常に患者側に足

を置いた価値判断が多かったが、

これからは医療現場での仕組み、

環境の変化にも注意深く関心を持

ち続け、彼らの職場環境を守るこ

とが何よりも肝要であり、これこ

そが我々に課せられた責務である

ことを学ぶ演習であった。今回の

体験では｢気力と勇気｣を合わせて

もらう結果となり喜びを感じてい

る。最後に今回かかわった関係者

の皆さまに感謝の気持ちを込めて

『有難う』の言葉を以って終わり

とします。 

―はじめにー 

平成１９年の夏、７月３日と１

０日の２日に亘り、須磨友が丘に

ある神戸大大学医学部の看護学専

攻の３回生を対象にした｢老人ア

セスメント演習｣の授業に老人役

として“わ”のメンバー６名の一

人として参加する機会に恵まれ

た。 

 この活動はグループわ須磨区会

が６年間続けている奉仕活動の一

つであって、今回の演習参加者は

我々も含め、すべて須磨区の社協

に登録されているボランティアの

人たちで構成されていた。 

―演習の主旨および内容― 

 担当教官から「授業の狙いは老

人世代と生活体験や交流の乏しい

学生に対し、この体験学習を通し

て医療人としての望ましい態度を

涵養することにある。これまでの

実績からこの演習を重要な柱と位

置づけている。」との説明あった。 

１) 具体的には演習では私達ボラ

ンティア個々の「ありのままの

日常生活の様子」「これまでの

体験や現在の心身の状態」また

「老化を自覚する身体的な変

化」等について、学生と対面で

会話を通し感想や意見を率直

に伝えることが求められた。 

２) あらかじめ決められた４つの

教室に分散し配置につく。対話

時間は、一人当たり３０分で休

憩時間として10分～15分が定

められていた。1 日に２名の学

生が割振られ、小生の場合、要

領の拙さで全員に対して予定

時間をオーバーし休憩時間も

ほとんど使い切る羽目となっ

た。 

―驚きの連続― 

 驚きの始まりは初日から起こっ

た。定刻の 30 分前であったが、2 

ニュースポーツグループ Wingの 

月例練習のご案内 

ニュースポーツグループ Wing で

はグランドゴルフ，ペタンク，ロ

ーンボールズ，スカイクロスの４

種目を月２回の予定で、みんなで

楽しんでいます。毎月案内メール

を配信しますので入会の上、ご一

緒に楽しみましょう。 

ご入会の申し込み先は、いきが

い部会(℡９９４－５６３６坂本) 

または、 わ事務局(℡743-8101） 

第１回市民ペタンク大会開催 

３月１１日にグループ わ 主催の

第１回市民ペタンク大会を行ない

ます。一般市民の方を２人１組で

３２組を募集しますので、和事務

局にお申し込みください。 



（西） 情報ぎゃらりー 第４１号 （９） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

コーロむつみ(混声コーラス)  

園 7-文 松岡 泰彦 

あるコーラス経験者もいますが、未経

験の人もおり、第一目的が懇親という

ことで、和気あいあいと楽しんでおり

ます。毎月第 2･4 土曜日に現在は学園

西町の福祉センターで練習しており

ます。 

『ｴﾙﾀﾞｰﾋﾞﾚｯｼﾞ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ』で 

ダンス指導  

生１ｰ文 児玉 浄 

 

平成１６年５月より、エルダービ

レッジ・グループホームへ、また

平成１７年６月よりグループホー

ム「花の風」へ社交ダンスの指導

に行っております。名目は指導と

なっていますが、最初から「一緒

にダンスをして遊びましょう」と

いうことで始めました。行ってみ

ると社交ダンスに興味をもった女

性の入居者が数名おられ、職員も

いっしょに月１回２時間程度、７

～８人くらいで賑やかにダンスを

一緒に踊っております。お年寄り

で中には障害のある方もあり、と

ても指導するような状況ではあり

ません。最初は一般的なダンス音

楽で踊りましたが、皆ののりが悪

く、現在は入居者になじみのある

歌謡曲や童謡のダンス音楽で踊っ

ております。中には歌いながら踊

る人もあります。相手は女性ばか

りで、私は女性のステップがわか

らないので家内（“わ”のメンバー

ではないが）と一緒に行っており

ます。「花の風」には 10 期の中本

さんも一緒に活動しております。  

音楽を聞いて身体を動かすのは

お年寄りに良いようで、始め「し

んどい」と言っていた人でも踊っ

ているうちにいきいきとして来て

元気になって来られます。こちら

もやりがいがあり、逆に元気をも

らっております。 

 

老いも感ぜずステップ軽く 

 

グループ紹介⑪ 

『滝谷ホームﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ』 

      堀内 昭（食文６） 

私達のグループは、障害者の自立

生活訓練を応援しています。この

ボランティアの始まりについて

は、「丘に拠って十年」グループ 

わ 設立十周年記念誌に、宮城智

子さん（音文２）が「グループホ

ーム滝谷の歴史」で述べています

ように、２００１年の調理ボラン

ティアから始まりした。翌年９月

からは入寮者４人と生活指導員

で生活が始まりました。同時に夜

間の宿直の依頼があり、宮城さん

からの呼びかけに応じ、グループ 

わ のメンバー１０人程で週２回

（水、木）の担当で始まりました。

私達のお手伝いの内容は、夜７時

過ぎに滝谷ホームに行き、生活指

導員の方から入寮者の状況につ

いて引継ぎをして、翌朝６時の起

床と、洗面、食事、それぞれの仕

事への出発時間に間に合うよう

に見守るのが我々の役目です。時

には入寮者が風邪を引くとか体 

調をくずす時もありますが、その

ような時には、保護者の方やこの

施設を運営している「ワークホー

ム緑友」の責任者に連絡し対応を

お願いします。年に数回ですが、

宿直の他に生活指導員の方が、急

用・病気などの時に食事の世話の

依頼があります。その時には、宮

城さん他の女性の方にお願いし

ます。また時には休日の見守りを

依頼されることもあります。現在

私達の宿直担当メンバーは７人

で、第２金曜日と毎水曜日の月５

回ほどの宿直を担当しています。

他の日の宿直は大学生が担当し

ています。私達のメンバーも、当

初から参加している人は半数ほ

どで、半数は新メンバーに入れ替

わりました。これもグループが継

続的な活動が出来る方策と思っ

ています。 

 なお、施設の方から、担当日数

追加の依頼を打診されました。是

非みなさんの参加をおまちして

おります。 

(連絡先：堀内 ℡&Fax 592-9297） 

  

グループ“わ”西区会の有志で

作っている混声コーラスグルー

プです。“わ”の西区会が結成さ

れてから、個別の活動は行われて

いるが、お互いに知らない人も多

く、共同で活動することが、ほと

んどない状況でした。３～4 年前

に、“わ”西区会でメンバーが互

いに知るために、何か一緒に活動

できることはないかという話が

出て、コーラスグループが結成さ

れました。月に 2 回渡辺成子先生

のご指導でコーラスの練習をし

ております。せっかく練習してい

るから、何か社会に役立つことも

やろうということで、デイサービ

スセンターの慰問や地域のイベ

ントに出演したりしております。

メンバーはコーロ KSC の団員で 

 

竹の台まつりに出演 

その他、北公園の清掃整備、仲

間農園の支援、竹の台小学校見回

り隊への参加など、地域密着の各

種活動をしています。また会員相

互の親睦を図る行事もあります。

お問い合わせ先：國分（TEL&FAX  

０７８－９９２－７８２１）まで 
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『こうべ子どもの未来応援ﾊﾞｻﾞｰ』 

福祉部会長（福 11）横井幸雄 

 

ボランティア参加の皆様 

有難うございました。 

このバザーの協力に対して(財)

ひょうご子どもと家庭福祉財団よ

りグループ わ に対して感謝状を

頂きました。（上記に掲載） 

このバザーは多くの神戸市民、

企業より頂いた寄贈品を整理し

て、値段付け、梱包をして販売す

るものです。 

バザーは 11月 2･3日の開催です

が、整理の為 5 日間を要するとい

う大規模なものです。 

要望人員 160 人に対し参加して

頂いた方 60 人(延べ人数で 116

人)会員全体の参加率は 5.2％、残

念ですが期待に沿えませんでし

た。参加して頂いた方には過大な

ご負担をかけましたが、ご協力頂

き感謝に堪えません。 

バザーの結果を次のとおりご報

告させていただきます。 

来場者数     ５００名 

売上げ １,１３６,０００円 

今後ともボランティアへの参加に

お力添えをよろしくお願い申し上

げます。     以 上 

 

２００８年神戸国際交流フェア 

  国際部会長（国 10）土井昭政 

 

－笑顔でつなごう世界と神戸― 

今年で１２回目になる神戸国際

交流フェアに、昨年度に引き続い

て国際部会がリレートークと   

展示に参加します。 

 ３月１５日（土）神戸国際会館

２０階にある神戸国際協力交流セ

ンターで“語りあおう世界と   

神戸“をメインテーマに基調講演

とリレートークの集いがありま

す。そして翌日の１６日（日）に

は、ハーバーランド デﾕオドーム

とスペースシアターでデモストレ

ーション、展示、物品の販売など

の催しが開催されます。 

 国際部会は、リレートークで“点

字による生涯国際交流”をテーマ

に川岸氏が参加され、デﾕオドーム

では国際部会の活動をポスターと

写真で展示します。 

両日、皆様のご来場をお待ちして

おります。 

 

『しあわせの村探鳥会』 
    環 11-環  茅中英一 

平成 19 年 11 月 25 日(日)小春日

和のもと、『しあわせの村』主催の

第 2 回探鳥会が開かれました。10

時からの午前の部には車椅子 5 台

を含め 93 名、13 時 30 分からの午

後の部には 40 名、合計 133 名の高

齢者から子ども達まで幅広く参加

して賑いました。探鳥会は、健康

福祉ゾーンとして多くの市民が訪

れることを願った同村の活動の一

環で、わ の本部から 5 名、「野鳥

と自然観察会」から 10 名が参加し

て、支援しました。 

探鳥コースは、芝生広場からビ

オトープを経由し、堂坊池に架か

る橋に至る往復約 2 時間のコース

で歩行しやすく、野鳥の種類も豊

富な場所でした。紅葉のなか心地

よい一日でした。 

観察できた野鳥は、午前の部は

22 種類で池では空飛ぶ宝石といわ

れる「カワセミ」を長時間観察で

きラッキーでした。 

 

また美しい姿の「ジョウビタキ」 

(オス)が長さ１４ｃｍの小さな体                  

(次頁につづく） 

カワセミ 

グループ わ 創立 10 周年 

    ボランティア活動標語 

ボランティア やってよかった    

あの笑顔  (加藤勇治作） 



（部会） 情報ぎゃらりー 第４１号 （１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前頁から続く） 

で遠くシベリアから越冬するために

飛来した姿も参加者の目を楽しませ

ました。午後の部で観察できた野鳥は

17 種で、マガモのつがいが池で観察

でき、冬の到来をうかがわせました。 

 

参加者には、昨年 5 月 わ｢野鳥

と自然観察会｣ が協力し、「しあわ

せの村」が作成した『バードウォ

ッチングガイド』（小冊子 150 円）

が配布され、子ども達には野鳥を

呼ぶ「バードコール」が手渡され、

興味深げに試していました。 

当日の わ の支援は、西隈環境

部会長（環７）の司会進行により、

しあわせの村の畑中事業推進課長

の主催者挨拶、「野鳥と自然観察

会」の水島前代表（環 6）の双眼鏡

の使い方や観察時の留意点の説

明、観察できた野鳥の確認「鳥合

せ」は新代表の茅中(環 11)が行い、

その他のスタッフは受付や観察時

の安全ガイド等に従事しました。 

受付にはパネルで年間79種の野

鳥が村内で観察できることや、村

内に設置した巣箱から昨春ヤマガ

ラやシジュウカラの雛１５０羽 

余が巣立ったことを展示しまし

た。 

 参加者からは、珍しい｢カワセ

ミ｣など様々な野鳥が身近で観察

できて楽しかったとの声が多く聞

かれ、また わ の活動についても

質問があり、活動への理解が少し

広まったのではないか？・・・そ

うであれば私たち支援者も嬉しい

限りです。 

 

 ジョウビタキ 

平成 19 年 12 月 2 日（日）、神戸

生活創造センターに登録してい

る、音楽を愛するグループの交流

会がありました。琴・ハーモニカ・

オカリナ・マンドリン・コーラス

など14グループが参加していまし

た。シルバーカレッジからは、楽

遊クラブ（銭太鼓）と私たちの手

話コーラス同好会が出演いたしま

した。印象に残ったのは、メンバ

ーの一人が製作した「バリオン」

という、手のひらサイズの楽器で

の演奏でした。微妙な音の調節で

奏でられる音楽は不思議な音色で

心に響きました。 

手話コーラス同好会も日頃のボ

ランティア活動への取り組みなど

紹介し、練習の成果を発表いたし

ました。手話コーラスという他に

ない音楽表現のため、皆さんと一

緒にすることを心がけて、今年の

大ヒット曲「千の風になって」・和

製シャンソン「忘れな草をあなた

に」を演じ、会場の皆さんからた

くさんの拍手を頂きました。 

 

 

KSC 手話コーラス同好会 

音楽グループ交流フェスタに参加              

食 11－文 井上美津子 

第 1回市民グランドゴルフ大会      

理事  西田圭一 

他のグループの演奏を楽しみ、最

後に「ふるさと」を会場の皆さん

と合唱・合奏し、私たちは手話コ

ーラスで参加し、音楽グループ交

流フェスタを締めくくりました。 

手話コーラス同好会では、難聴

者協会などの主催する講座を受講

し、手話への理解と技能向上の努

力を続けている会員も増えてきま

した。            

 

市民の健康増進策として、かねて

からいきがい部会を中心に企画

し、準備を進めて参りました｢第 1

回市民健康増進グランドゴルフ大

会」が去る 10 月 18 日しあわせの

村球技場で開催されました。 

 最近急に人気の出てきたニュー

スポーツだけに24組144名もの多

くの参加者があり、グランドは元

気な歓声が終日響き渡り、大盛況

でした。 

 絶好のゴルフ日和に恵まれ、皆

さん夢中で球を追い、快い汗を流

されました。 

最終的に本大会には 33 組 200 名近

い方の申し込みが殺到し,運営上 9

組54名の方に参加を断念していた

だかざるを得ない状況でした。参

加者からは,来年も是非開催をと

いう厚い要望がありましたので,

グループ わ としても市民の健康

増進と仲間作りのために来年度も

開催する方針です。 

季節を感じさせる歌、懐かしい

歌、童謡、歌謡曲などを準備し、

今、流行の歌まで手話表現する曲

も増えてきました。年に 1 度の「手

話シャンソンコンサート」を観賞

し、手話表現の勉強につなげるよ

うに心がけています。 

音楽フェスタへの参加は今回が

初めてですが、皆さんへ手話コー

ラスを知っていただく良い機会で

した。表現力の勉強は今後の課題

です。 

ジョウビタキ 
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詳しい内容は、グループ わ 事務局ま

でお問合せ下さい。 ℡743-8101 

１・男のための食育講座 

 日時・Ａｺｰｽ 1/30、2/19、3/25 

    Ｂｺｰｽ 1/31、3/6、3/26 

    Ｃｺｰｽ 2/5、3/7、3/27 

 場所 各ｺｰｽとも兵庫健康プラザ 

 費用 ３，０００円 

２・日本と外国の保存食を作ってみ 

よう、食べてみよう！ 

 日時・2 月 17 日(日）10:00～15:00 

 場所・神戸市シルバーカレッジ 

 費用・無料 

 対象・小学生と保護者 

３・企業のエコ施設を訪ねよう！ 

わくわく、どきどきする体験を 

一杯しょう！ 

 日時・３月８日(土）10:00～15:00 

 場所・灘浜サイエンススクエア 

 費用・無料 

対象・小学生と保護者、児童館、     

      こどもエコクラブ 

４・親子であつまれ炭焼き体験塾と

ケナフ紙すき塾 

 日時・３月９日（日）10:00～15:00 

 場所・神戸市シルバーカレッジ 

 費用・無料 

 対象・小学生と保護者 

５・ペタンク大会 

 日時・3 月 1１日(火）10:00～15:00 

 場所・しあわせの村球技場 

 対象 一般神戸市民を公募 

６・出前環境学習講座 

 日時・３月 22 日(土）10:00～15:00 

 場所・灘区民ホール 

 費用・無料 

対象・小学生と保護者、児童館、      

      こどもエコクラブ 

７・シルバー男性調理実習 

 日時・3/25、4/1、4/8 

 場所・神戸市シルバーカレッジ 

 費用・４，０００円 

皆さんの年会費 1500円 は以下のように
使われています

会費
  1,500円
　　内訳

NPO活動総合保険
　400円，27.7％

情報ぎゃらりー
　400円，27.7％

区会・部会助成金
　700円，46.6％

 イベント開催予定表 

 

寒中お見舞い申し上げます。 

2007 年『今年の漢字』は『偽』 

相次ぐ食品偽装問題、政界に多く

の偽り、老舗にも偽装発覚、2008

年は｢看板に偽りなし｣の安心でき

る社会になって欲しいと思った。

新年早々、情報ギャラリーを印刷

する用紙などに、大手製紙メーカ

ーの再生紙の古紙配合率偽装が発

覚して期待を裏切られた。   

 我々のボランティア活動は市民

の皆さんから信頼され、感謝され

るグループを目指しています。誠

心誠意取組んで行こうではありま

せんか。 

 広報部では、皆様に楽しく読ん

で頂ける紙面づくりに、知恵を絞

っているところで、皆さんのご意

見を拝聴するためのアンケート調

査をしようと考えております。 

４月の情報ギャラリーと一緒に用

紙を配布し、次号には新会員も増

えるのでそれを反映したものにし

て行きたいと思っています。よろ

しくご協力ください。  （ＭＨ） 

 

グループ わ 創立10周年 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱア 

活動標語 

経験と 知識が“わ”となり  

   他のために （飯井冴子作） 

 

郷理事長が平成 20 年 1 月 20 日付

で社会福祉に関係ある団体代表とし

て神戸市社会福祉協議会評議員に

選出されました。 

神戸空港初日の出 

神戸市シルバーカレッジ１２期生 

グループ学習合同発表会 

日時 平成２０年２月２９日(金) 

   １０：００～１６：００ 

場所 ＫＳＣカレッジホール 

プログラム 各コースで選考中 

      追って発表される 

絵画・陶芸の卒業制作作品の展示 

日時 平成２０年２月２５日(月)

から３月１８日(火)まで 

   １０：００～１６：００ 

なお最終日は 12:00 まで 

場所 ＫＳＣふれあいホール 

 

ＫＳＣ同窓会主催 講演会 

日時 平成 20 年 2 月 7 日(木) 

   １３：００～１５：３０ 

場所 神戸市立王子動物園ホール 

会費 無料 

演題 ボルネオ島の自然環境、野

生動植物 

｢熱帯雨林の消失と地球温暖化｣ 

講師 元神戸市立王子動物園園長 

   医学博士  権藤眞禎氏 

 

詳細については、ＫＳＣ同窓会 

山田(793-2325)海江田(791-9433) 

までお問い合わせください。 



[情報ぎゃらりー 会員相互扶助制度特集]              H.20.1.29． 
 

    
西区、兵庫区に続き全区で“助け合いの輪”を広げましょう！ 

 
 介護保険の対象にならないが、会員やその家族の方が健康上の理由でちょっとした支援

や手助けがあればと願う時があります。そんな時、会員同士で助け合うシステムが「会員

相互扶助制度」です。グループ わ では 3 年前から「相互扶助事業実施要綱」を定め、各
区会毎に夫々の実情に合った「相互扶助のネットワークづくり」に取り組んでおります。 
先陣をきって西区会と兵庫区会が既にこの｢会員相互扶助制度｣をスタートさせました。 
 
１． 制度実施に向けたこれまでの動き 
H.16年 7月  会員相互扶助制度検討委員会発足 
      ∘�「グループ わ は『再び学んで他のために』をモットーにボランティア活 

 動を実践しているが、仲間が手助けを求めているなら他に助けを求める前 
 に仲間同士で助け合うべきではないか」という声が以前から高まっていま 
 した。そんな折、第 5、第 6、第 7回学園祭実行委員会からも「グループ わ 
会員の相互扶助のために活用して欲しい。」と資金信託の申出があって、 
検討委員会が組織されました。 
 

H.16年 10月 検討委員会で会員に「相互扶助制度」についてアンケート実施 
      ∘�①当制度で求めたい支援内容はなにか。②支援は有料、無料いずれがいいか 

（有料の場合いくら位か）③求められれば支援活動に参加できるか否か  
について会員にアンケートを実施しました。１８２名から回答が集まりまし

たが、求めたい支援内容として １．買物代行、買物介助 ２．庭の手入れ、

草引き、旅行時の水遣り ３．病院への付添介助、投薬の受領 ４．炊事、

洗濯、掃除 ５．散歩、外出介助が上位５つでした。支援料については、 
有料としてもいいが 500円以下が圧倒的多数でした。支援活動参加の可否に 
ついては「協力できる」が回答者の６３％程度にとどまりました。 
 

H.17年 2月 H17年度から制度具体化の取り組みが運営委員会で決定 
      ∘�アンケート結果に基づき検討委員会が「相互扶助事業実施システムの構想」 
       を纏め運営委員会に提案。H.17年度から具体化する方針が了承されました。 
 
H.17年 5月 第 2回定期総会で当制度の検討経過が報告され、H17年度計画に具体化への 



       取り組みが盛り込まれ了承されました。 
 
H.18年 5月  第 3回定期総会においてもH.18年度計画に具体化の継続取組みを掲げ 

了承されました。 
 
H.18年 9月  西区会がトップをきって会員相互扶助制度を実施。 
 
H.18年 12月 兵庫区会が次いで会員相互扶助制度を実施。 
 
H.19年５月 第 4回定期総会でもH.19年度計画に継続取組みが掲げられ了承されました。 
  
２． 会員相互扶助制度の概要 
∘�この制度への取組み（助け合いのネットワークづくり）には各区会毎に、それぞれの地

区の実情に合ったやり方と各区会会員のコンセンサスが求められます。しかし各区バラ

バラ、思い思いの制度とならないよう「相互扶助事業実施要綱」（H.17 年 10 月検討委員

会で制定）を定め、これに基づき具体化することになっています。 

 ∘�この「実施要綱」に基づき本部と共同して制度を発足させた西区会の「会員相互扶助制

度の概要」を参考までに次頁に掲載していますので参照ください。 

 

３． これからの“助け合いのネットワーク”づくりについて 

 ∘�会員相互扶助制度の是非論を問うと、殆どの方が理念的には賛成です。しかし、実際に  

 支援活動に参加するとなると協力できる方はかなり減り（H.17 年度のアンケートでは 

６０％程度）、また困った時仲間に支援を求める方もそんなに多くはないかも知れません。 

∘�これから会員の高齢化は確実に進みます。日常生活面で SOSを発する方は今後ますます 

増大するでしょう。この制度に対するニードはいずれの地区でも確実に、等しく増大す 

るに違いありません。力を合わせ相互扶助の輪を全区に広げていきたいものです。 

 ∘�本部としても「相互扶助制度推進班(仮称)」を編成して各区会の相互扶助制度推進を 

 全面的にサポートしていく方針です。制度推進について、質問、要望、アドバイス等が 

 ありましたら遠慮なく下記の者にご連絡ください。 

   本部相互扶助制度推進班(仮称) 

チーフ  加藤 勇治 （美工・10） 

東灘区、須磨区     担当  増金 スミ子（福祉･11） 
北区、 灘区      担当  藤田  勝 （福祉・11） 
中央区、兵庫区、長田区 担当  長谷川 洸士（国際・11） 
西区、 垂水区     担当  米倉 和子 （生環･11） 

                               以上 



NPO法人　社会還元センター　グループ わ

西区会 相互扶助制度実施概要

　この制度は、「わ」の会員が介護保険の対象になるまでの間に、体力の衰えや健康阻害等の理由に

よって、くらしの様々な分野で困った時、相互扶助の精神で会員同士が助け合うシステムです。

生活の一時的なごく限られた部分を私たちが持っている素晴らしいボランティア精神と行動力で相互に

助け合いましょう。

西区会では以下の概念図のような仕組みでテスト的にスタートします。

　【会員扶助制度の概要】

　　　①支援申請 　　②支援依頼

　　④支援者名報告 　　　　③承諾

  　⑦支援実施報告書

⑤支援活動打合せ・実施

⑥支援活動費支払

　　《支援者、支援作業の登録制》　⇒毎年更新

①　支援者（支援が出来る人）は、支援可能作業を指定して事前登録する。

　  　[支援作業] こんなこと　こんな作業
①　マイカーによる移送（病院、買物、墓参、物品配送など）
②　買物、諸届けなどの代行。
③　庭の手入れ（花壇、植木、草抜きなど）。
④　日曜大工仕事、ペンキ塗装、水道修理、軽微な電機修理。
⑤　屋内清掃
⑥　屋外清掃、洗車。
⑦　犬の散歩。 ⑫　 こどもの送迎
⑧　散歩のお供 ⑬ 　話し相手
⑨　食事づくり ⑭　 学習相談・指導（パソコン等）
⑩　田畑の農作業 ⑮　 本、新聞などの代読
⑪　 代筆、ＰＣによる書類作成。 ⑯　 その他

　　《事務局（ｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）の機能》

①　斡旋・調整部署（事務局＝ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）を設け、支援申請の受付、支援者への依頼等を
　  一元的に管理、調整する。
②　利用実績ﾏｽﾀｰ（利用者：個人別　支援者：個人別）管理をおこなう。
③　実績データ管理や制度改善など、運営全般のコントロールを行う。

　　《利用者がすること》

①　支援を受けたい時は、支援申請書(注1)を事務局に出す。
②　支援を受けた時は１回５００円の支援活動費および活動実費（交通費等）を支援者に支払う。

　　《支援者がすること》

①　支援が出来る人（支援者）は、事前に事務局に登録する。
②　支援作業区分を登録時に指定しておく。
③　支援活動を行ったときにはその都度「実施報告書」（注４）を事務局に提出する。
④　支援活動実施のたびに、１回５００円の支援活動費および活動実費（交通費等）を利用者

事務局
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

利用者 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

支援者
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　　　から受け取り、領収書を発行する。

　【西区会での実施要領】

①　会員の居住実態と支援活動の距離を考慮して、４つのブロックに区分して行います。
　　利用者が属するブロックの支援者が支援することを基本とするが、適任者が見つからない
　　時は、他のブロックの支援者が当たることもある。

北山台 狩場台 竹の台 池上
富士見が丘 糀台 井吹台東 伊川谷町有瀬
高雄台 美賀多台 井吹台西 伊川谷町別府
美穂が丘 樫野台 上新地 伊川谷町潤和
押部谷町 春日台 白水
秋葉台 西戸田 玉津新方
桜が丘東 二ツ屋 大津和
桜が丘中 王塚台 南別府
桜が丘西 学園東

学園西

②　事務局（ｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）長は、三島隆夫氏（前西区会会長）、副は西区会会長に担っていただく。

③　支援活動費は１人１回（約２時間以内）当り５００円とします。４時間では１０００円です。
　　その他、活動に伴う実費（交通費、ｶﾞｿﾘﾝ代等）についても利用者が負担します。

④　支援できる方は、支援者・支援作業登録書（注５）により事務局に登録します。
　　以降毎年５月に更新します。

⑤　支援申請は、指定の申請書（注1）に必要事項を記入して、事務局へＦａｘで申し込みます。　　
　　緊急の場合は電話でも可としますが、後日申請書を事務局に提出します。

⑥　事務局は支援申請を受けて、最適と思われる支援者に、Ｔｅｌ、Ｆａｘ、Ｅﾒｰﾙ等で
    支援を依頼します。（注２）

⑦　依頼された支援者は、諾否をＴｅｌ、Ｆａｘ、Ｅﾒｰﾙ等で事務局に連絡します。

⑧　支援者は、（必要な時は事前打合せを行う）指示された日時に支援活動を行い、支援活動費
　  及び活動実費を収受し、領収書（注３）を発行します。
　　実施報告書（注４）を事務局（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）に提出します。

⑨　事務局（ｺﾃﾞｨﾈ-ﾀｰ）は、幹事会に対して、相互扶助制度の活動実施状況を報告します。

⑩　 西区会は毎月、相互扶助制度の活動実施状況を　わ本部に報告します。

⑪　事務局（ｺﾃﾞｨﾈ-ﾀｰ）は、毎年、支援者の支援作業区分登録を更新します。

第４ブロック第３ブロック第２ブロック第１ブロック
押部谷地区 西神ＮＴ・南部 西神東部・西神南池上、伊川谷、学園
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